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重点教育目標 

『新たな価値を見つけ、生み出し、Well-beingの実現に向けて行動する子ども』                TEL：６６-２２３０ 

 

今年度の教育活動の終了にあたって 

厚沢部町立館小学校長 大滝 英樹 

 

春の息吹が感じられる 3月 19日、第 117回卒業証書授与式を挙行いたしました。7名の

卒業生が、希望に満ちた笑顔で学び舎を巣立っていく姿は、私たち教職員にとって、この一年

間の努力が報われた瞬間でした。ご多用の中、ご臨席賜りましたご来賓・保護者の皆様、そし

て心温まる祝福のメッセージをお寄せいただいた皆様に、改めて心より感謝申し上げます。 

おかげさまで、今年度の教育活動は、全学年の学習、運動会や学習発表会などの諸行事を滞

りなく終えることができました。地域行事等で披露した『花笠音頭』においても、互いに教え

合い、高め合い、練習の成果を十分発揮し、観客を魅了しました。縦割り班活動においても、

全員が納得できる意見をまとめる難しさを感じながら、上級生が下級生の模範となり、下級生

が上級生を尊敬することで、互いに尊重し合って学校生活を送ることができました。 

私たち教職員も「任せ、認め、ほめ・励まし、伸ばす」を教育基盤に据え、子どもたちの個

性を最大限に引き出すことを目指してきました。たとえば、授業中に積極的に発言する子ども

がいれば、その勇気を褒め、発表の機会を増やしました。運動が苦手な子どもがいれば、小さ

な成長も見逃さずに褒め、自信を持てるように励ましました。その結果、子どもたちは失敗を

恐れずに挑戦する勇気を少しずつ身につけ、自らの可能性を信じられるようになったと感じて

います。これもひとえに、保護者や地域の皆様の温かいご支援のおかげです。 

本日、子どもたちは通知表と修了証を手に、今年度の学びを終えました。通知表には、子ど

もたちの成長の軌跡が記されています。ご家庭でも、お子様の成長を認め、励ましていただき

ますようお願いいたします。 

新年度も、「安心・安全」と「新しい学び」をテーマに、教育活動を進めていきます。一人一

台端末の効果的な利活用はもちろん、地域との連携を深め、子どもたちが地域を愛し、未来を

切り拓く力を育んでいきたいと考えています。次年度も地域の伝統文化を学ぶ授業や、地域の

方々を講師に招いての「ふるさと学習」講話会なども計画して参ります。 

今年度、保護者、地域の皆様、関係機関の皆様には、多岐にわたるご支援を賜り、心より感

謝申し上げます。皆様のご協力のおかげで、子どもたちの笑顔があふれる一年となりました。

今後も、学校、家庭、地域が一体となり、子どもたちの成長を支える「共育」の精神を大切に

していきます。 

春休みは、新年度への準備期間です。ご家庭で充実した時間をお過ごしいただき、子どもた

ちが新たな気持ちでスタートを切れるよう、「学校の応援団」としてご支援いただければ幸いで

す。 

 

学校教育目標 

くふうする子ども（新たな発想力） 

すなおな子ども（受容したことへの改善力） 

心ゆたかな子ども（励まし合う心） 

はたらく子ども（奉仕の心と行動力） 

たくましい子ども（目標実現への行動力） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

３月１９日（水）、朝から晴れやかな青空のもと、ご来賓やご家 

族の方々のご臨席をいただき、令和６年度第 117回卒業証書授与式 

を挙行しました。 

卒業生は、卒業証書を授与された後、ステージで堂々と自分の思 

いやこれからの決意、将来の夢、家族への感謝の言葉などを話しま 

した。校長先生の式辞そしてご来賓の佐藤祐子教育委員からの温か 

いご祝辞の後、在校生からの心温まる言葉の詰まった映像が流れま 

した。卒業生からはお別れの言葉として、在校生へ学年ごとに最後 

のメッセージを贈りました。７名の卒業生は、卒業式に向け、何度も練習を重ねてきました。３学期になっ

て、さらにたくましく成長した姿を見ることができたと思います。この学年も、昨年度の学年同様、新型コ

ロナウイルスが拡大し、学校での教育活動が制限される状況で、低学年のころは、他の学年とのふれ合いも

厳しい状況でした。徐々にいろいろなことが緩和される中で、下級生の面倒をよくみて、全校のお手本とし

て、頑張る姿を見せました。 

保護者の皆様そして７名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。中学校でのさらなるご活躍を

お祈りいたします。 

４月の行事予定 

令和６年度 第 117 回卒業証書授与式 

4 （金） 5・6年生のみ前日登校(9:00)

6 （日） 着任式、始業式、入学式

7 （月） 振替休業日

8 （火） 2年生以上給食開始

1年生給食開始

家庭訪問（～１６日）

17 （木） 6年生全国学力・学習状況調査

18 （金） 交通安全青空教室

19 （土） 参観日、全体懇談、学級懇談

22 （火） 6年生質問紙調査（オンライン）

23 （水） 1年生を迎える会

28 （月） 参観日振替休業日

14 （月）

☆新担任の発表は、４月３日（木）午後３時 

に安心メールにて行います。安心メールの 

ご確認をお願いいたします。 

☆４月４日（金）新５・６年生は入学式の準

備のため、登校となります。 

☆４月６日（日）が始業式となります。当日 

の登校時刻は、新２年生以上は午前８時と 

なります。 

新年度のお知らせ 

令和６年度 異動教職員のご挨拶 
 

茅森 輝男 教頭先生 

（奥尻町立青苗小学校へ異動） 
 

２年間、本当にありがとうございました。保護者の

皆様、地域の皆様に助けていただきながら、明るく、

元気で、そしてまっすぐに育つ子ども達と、楽しい毎

日を過ごさせていただきました。館地区は、のどかな

中で、皆様の活力あふれる素敵な地域だと思っており

ます。これからも、地域をつなぎ、伝統をつないでい

けるよう子ども達をみんなで育んでいただきたいと願

います。２年間に感謝いたします。 

佐々木 浩子 先生（ご退職） 

 この度､３７年の教員生活にピリオドを打つことにしました。

網走(現オホーツク)管内紋別市立中立牛小から始まり､瀬棚町立

梅花都小､馬場川小､厚沢部小､上ノ国小､そして館小と､海の学校

山の学校､大きい学校から極小規模校まで経験させていただきま

した。館小では、素直で優しい子どもたちと本当に楽しい毎日を

過ごさせていただきました。子どもたちと触れ合い､その笑顔に

いつも元気をもらっていました。退職後も町内在住ですので、見

かけたら声をかけていただけたらうれしいです。4 年間ありがと

うございました。 

鈴木 一馬 先生（乙部町立乙部小学校へ異動） 

 館小学校で過ごした６年間は、優しい子どもたちと暖かい地域

のみなさんに支えられ、とても充実した時間になりました。田植

えや野菜の収穫など、地域のよさを生かした体験学習は、私自身

も生まれて初めてのことで、子どもたちと一緒に勉強させてもら

いました。新しい場所でもここでの経験を活かして頑張りたいと

思います。皆さんの今後のご活躍を心からお祈りしています。本

当にありがとうございました。 

石澤 郁代 先生（江差町立南が丘小学校へ異動） 

 二十数年前、館中学校にもお世話になっていた頃があり、今の

保護者の方は、当時の生徒さんだった方が多く、懐かしく、ご縁

を感じながら、勤務させていただきました。 

館小の子は素直で、行事にも一生懸命取り組み、その姿に元気を

もらいながら、充実した気持ちで７年間を送ることができまし

た。大変お世話になり、本当にありがとうございました。厚沢部

町に住んでおりますので、どこかでお会いした時は、声をかけて

くださると嬉しいです。 

 
京極 廉 先生（乙部町立乙部小学校へ新採用） 
 

1 年間という短い間ではありましたが、大変お世話になりまし

た。館小の子どもたちからは、たくさんの元気を貰いながら、非

常に柔軟なアイディアに驚かされ、本当にたくさんのことを学ば

せていただきました。保護者の皆様にも気軽に声をかけていただ

き、地域の温かさを身に染みて感じていました。館小学校で得た

経験や学びを、新しい学校でも活かしていきます。本当にありが

とうございました。 


